
　

毛
呂
山
町
の
町
名
の
由
来
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
。「
毛
呂
山
」
は
、
昭
和
14

年
に
当
時
の
毛
呂
村
と
山
根
村
が
合
併

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
の
名
前
か
ら
付
い

た
町
名
で
す
。

　

山
根
村
は
、
合
併
し
た
阿
諏
訪
・
大

谷
木
・
滝
ノ
入
・
宿
谷
・
権
現
堂
・
葛

貫
村
が
「
山
根
六ろ

っ
か
そ
ん

ヶ
村
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
こ
と
に
由
来
す
る
村
名
で
す
。
ま

た
、
こ
の
地
域
が
い
ず
れ
も
外
秩
父
山

地
の
山
裾
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
形
が

村
名
の
も
と
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

で
は
、「
毛
呂
」
の
由
来
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
地
に
は
か
つ
て
、
鎌

倉
時
代
に
源
頼よ

り
と
も朝
に
仕
え
活
躍
し
た
毛

呂
季す

え
み
つ光
な
ど
の
「
毛
呂
氏
」
が
住
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
毛
呂
氏

が
地
名
の
由
来
に
な
っ
た
と
考
え
る
人

は
多
く
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
長
栄
寺
（
小
田
谷
）
に
伝

わ
る
毛
呂
氏
系
図
に
、
平
安
時
代
の
末

ご
ろ
、
藤
原
季す

え
き
よ清
（
後
の
毛
呂
氏
）
が

こ
の
地
に
移
り
住
み
〝
毛
呂
冠か

ん
じ
ゃ者

〟
と

称
し
た
こ
と
が
記
し
て
あ
り
ま
す
。
毛

呂
冠
者
と
は
「
毛
呂
に
住
む
元
服
し
て

冠
を
着
け
た
若
者
」と
い
う
意
味
で
す
。

つ
ま
り
、
毛
呂
氏
が
こ
の
地
に
住
む
前

か
ら
、
こ
こ
は
「
毛
呂
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
毛
呂
氏
が
住
ん
で
い
た
た
め
毛
呂
」

で
は
な
く
、
藤
原
氏
が
「
毛
呂
に
住
ん

だ
た
め
毛
呂
氏
」
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
毛
呂
山
」は

ど
こ
か
ら
き
た
の
か

地名の由来は毛呂氏ではなかった
旧毛呂山町と川角村が合併して60年を迎えた毛呂山町。

難読地名としても知られる町名の由来を追いました。

臥龍山（写真中央）
毛呂山小学校の北側にあり、山頂に流鏑馬を奉納
する出雲伊波比神社がある。他の山と分離されて
いるため、どの方角からも見ることができる。

毛呂季光
源頼朝に仕え活躍した
鎌倉時代の武士

毛
呂
氏
の
「
毛
呂
」

で
は
な
か
っ
た
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昭
和
53
（
１
９
７
８
）
年
に
発
行
さ

れ
た
『
毛
呂
山
町
史
』
に
は
、
毛
呂
と

い
う
地
名
が
「
い
つ
の
頃
ど
う
し
て
生

ま
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
」
と
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
『
毛
呂
山
町
史
』
で
は
、
有

力
な
説
と
し
て
『
埼
玉
県
地
名
誌
』

（
韮に

ら
つ
か塚

一い
ち
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
著
）
に
「
モ
ロ
は
ム
ラ

の
転
で
あ
る
か
ら
村
落
の
意
味
。〝
諸も

ろ

〟

と
い
う
字
と
同
じ
語
源
で
あ
る
」
と
書

か
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

更
に
、
出い

ず
も雲

伊い

わ

い

波
比
神
社
に
伝
わ
る

『
臥が

り
ゅ
う
ざ
ん

龍
山
宮き

ゅ
う
で
ん
き

伝
記
』
の
中
に
「
毛
呂
は
、

諸
・
師
な
ど
の
字
の
意
味
が
あ
る
。
臥

龍
山
は
毛
呂
郷
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ

ろ
に
あ
り
、
諸
々
の
氏
子
を
見
守
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
諸
々
の
氏
子

の
諸
か
ら
地
名
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た

こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
と
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
「
諸
・
師
な
ど
の
字
の
意
味
」
と
い

う
の
は
韮
塚
氏
の
見
解
と
似
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
続
く
、
山
頂

に
出
雲
伊
波
比
神
社
を
有
す
る
臥
龍
山

を
中
心
と
し
た
毛
呂
の
地
形
、
こ
れ
を

囲
む
諸
々
の
氏
子
た
ち
、と
い
う
説
は
、

こ
の
土
地
な
ら
で
は
の
由
来
の
よ
う
で

す
。

　
『
毛
呂
山
町
史
』
で
は
、「〝
ム
ラ
〟

の
意
」
お
よ
び
「
多
く
の
氏
子
を
見
守

る
出
雲
伊
波
比
神
社
が
あ
る
こ
と
」
を

紹
介
し
、「
多
く
の
、
様
ざ
ま
の
」
の

意
味
が
あ
る
「
諸
」
が
由
来
で
あ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　町内に残されている「毛呂」という表記の

ある最古の資料は、文明７（1475）年に作ら

れた『中山薬師の懸
かけぼとけ

仏』（左上）です。鋳
ちゅうどう

銅

製の円盤の中央に薬師如来を鋳
い だ

出し、そして

その右側に「毛呂郷中山薬師」と彫られてい

ます。

　また、書物に初めて「毛呂」の言葉が登場

するものは、鎌倉時代の歴史書『吾
あづまかがみ

妻鏡』で

す。治承４（1180）年12月12日に「毛呂冠者

季光同右」という字があります。源頼朝が新

亭に移るとき、その右側に毛呂季光が列され

たという内容で、地名ではなく氏として登場

します。

　また、歴史民俗資料館には、『毛呂郷大絵図』

（右下）という資料が展示されて

います。この資料は、天保４（1833）年に描

かれたもので、それほど古い資料ではありま

せんが、当時の毛呂郷（旧毛呂村）の全体を

伺うことができる資料です。この絵図から毛

呂郷が臥龍山を中心とした川に囲まれた村々

であることが分かります。

　実は町内外にも

「毛呂」の地名の由

来に関わる古い資

料は見当たらず、

これまでの見解も

定説ではないこと

が分かります。

歴史資料に探す 毛呂

毛
呂
「
も
ろ
も
ろ
」
説

特集　「毛呂山」はどこからきたのか

「毛呂郷大絵図」

「中山薬師の懸仏」

　

更
に
『
毛
呂
山
町
史
』
で
は
、
モ
ロ

の
語
源
が
高
句
麗
語
で
は
な
い
か
と
の

説
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

約
１
３
０
０
年
前
、
現
在
の
日
高
市

に
朝
鮮
半
島
か
ら
来
た
渡
来
人
が
高
麗

郡
を
建
郡
し
ま
し
た
。
当
然
、
こ
の
地

と
も
交
流
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
渡
来

人
が
使
っ
た
高
句
麗

語
「
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
（
多

く
の
・
も
ろ
も
ろ

の
）」
と
い
う
言
葉

が
「
毛
呂
」
に
転
じ

た
の
で
は
な
い
か
と

述
べ
て
い
ま
す
。

毛
呂
「
高こ

う
く
り

句
麗
語
」
説
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新
説毛呂

「
神
聖
な
土
地
」
説

流山市茂侶神社船橋市茂侶神社

松戸市茂侶神社

※
こ
の
説
は
、
杢
代
清
吉
氏
や
吉
田

金
彦
名
誉
教
授
の
考
察
を
も
と
に
検

証
し
た
も
の
で
あ
り
、
定
説
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
も
歴
史
民
俗
資
料

館
を
中
心
に
検
証
し
て
参
り
ま
す
。

「延喜式　巻9」
（国立国会図書館ウェブサイトより）

三輪山と大鳥居（桜井市教育委員会所蔵資料）

万
葉
集
に
あ
る
「
三み

も

ろ

の

毛
侶
之
」

　

昭
和
59
年
発
刊
の
毛
呂
山
郷
土
史
研

究
会
『
あ
ゆ
み
第
十
号
』
に
杢も

く
だ
い代

清せ
い
き
ち吉

氏
が
毛
呂
の
地
名
に
関
す
る
記
事
を
掲

載
し
ま
し
た
。
杢
代
氏
は
、
毛
呂
の
地

形
の
特
徴
的
存
在
で
あ
る
臥が

り
ゅ
う
ざ
ん

龍
山
に
着

目
し
、「
万
葉
集
に
あ
る
「
三
毛
侶
之
」

と
い
う
表
記
が
「
毛
呂
」
に
関
係
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
提
唱
し
た
の

で
す
。

　

こ
の
「
三
毛
侶
」
と
は
「
神
が
降こ

う
り
ん臨

し
て
宿
る
神
聖
な
場
所
」
と
い
う
意
味

で
す
。
万
葉
集
に
「
三み

も
ろ
や
ま

諸
山
」
と
い
う

山
が
登
場
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
奈
良
県

桜
井
市
に
あ
る
三み

わ

や

ま

輪
山
を
指
し
ま
す
。

三
輪
山
は
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』

に
神
が
鎮
ま
れ
た
と
記
さ
れ
る
神
聖
な

山
で
す
。

千
葉
県
茂も

ろ侶
神
社
と
の
共
通
点

　

延え
ん
ぎ喜
７
（
９
０
７
）
年
に
醍だ

い
ご醐
天

皇
が
編へ

ん
さ
ん纂
さ
せ
た
『
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式
』
と

い
う
法
典
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に

『
神

じ
ん
み
ょ
う
ち
ょ
う

名
帳
』
と
い
う
当
時
の
官
社
に
該

当
す
る
神
社
の
一
覧
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
、
毛
呂
山
町
の
出
雲
伊
比

波
神
社
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同

じ
一
覧
に「
下し

も
う
さ総
国
葛か

つ
し
か飾
郡
茂も

ろ呂
神
社
」

と
い
う
神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
神
社

は
現
在
も
千
葉
県
の
船ふ

な
ば
し橋
市
、
松ま

つ
ど戸
市
、

流な
が
れ
や
ま山
市
に
あ
る
茂も

ろ侶
神
社
の
こ
と
で
す
。

茂
侶
神
社
の
名
称
は
、
三
輪
山
の
別
称

で
あ
る
「
御お

む
ろ室
山
」、「
三
諸
山
」、「
御み

諸も
ろ

山
」
の
「
も
ろ
」
を
由
来
と
し
て
い

る
と
伝
え
ら
れ
て
ま
す
。

　

ま
た
、
茂
侶
神
社
が
あ
る
場
所
に
は

地
形
的
特
徴
が
あ
り
、
ど
の
神
社
も
毛

呂
山
町
の
出
雲
伊
波
比
神
社
と
同
じ
よ

う
に
、
少
し
小
高
い
丘
の
上
の
様
な
場

所
に
鎮ち

ん
ざ座
し
て
い
ま
す
。

毛
呂
は
神
聖
な
地
名

　

毛
呂
に
あ
ま
り
に
似
て
い
る
茂
侶
神

社
。
毛
呂
と
の
つ
な
が
り
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
万
葉
集

研
究
を
専
門
と
し
て
い
る
姫ひ

め
じ路

獨ど
っ
き
ょ
う協

大
学
の
吉
田
金か

ね
ひ
こ彦

名
誉
教
授
に
ご
教

授
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
万
葉
集
の

「
三み

も

ろ

の

や

ま

毛
侶
之
山
」と
あ
る
歌
を
元
に
、「
毛

呂
」
の
地
名
も
「
三
諸
山
＝
三
輪
山
」

と
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
と
考
察
さ
れ

ま
し
た
。

　

少
な
く
と
も
奈
良
時
代
か
ら
存
在
し

て
い
た
と
い
わ
れ
る
出
雲
伊
波
比
神
社

が
あ
る
臥
龍
山
。
そ
れ
を
こ
の
地
に
住

ん
だ
人
び
と
が
、
神
聖
な
山
と
捉と

ら

え
て

も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
毛
呂
」

は
、
神
聖
な
地
名
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

　

日
ご
ろ
何
気
な
く
使
い
、
言
葉
に
し

て
い
る
地
名
で
す
が
、
そ
の
ル
ー
ツ
を

知
る
こ
と
で
愛
着
や
誇
り
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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特集　「毛呂山」はどこからきたのか

毛呂山町文化財保護審議委員長　内野　勝
まさひろ

裕

　地名 ｢毛呂｣ の語源については、今まで諸説が
いわれていますが、これまで今一つしっくりした
ものが無いと感じていました。例えば「モロ」が「ム
ラ」や「モロモロ」を語源としているならば、い
ずれも何

ど こ

処の町にでも通用する普通名詞や接
せっとうご

頭語
を語源としていることになり、全く「毛呂」の特
徴と結び着きませんでした。
　そこで、町名の由来の中心になった毛呂郷につ
いて考えてみました。毛呂郷の地形の特徴は、何
といっても村の中央に聳

そび

える臥龍山だといえます。
出雲伊波比神社に伝わる『臥

がりゅうざん

龍山宮
きゅうでんき

伝記』によれば、
臥龍山は ｢諸の氏子をひとめにみそなわす｣ 山で
あるとしていますが、むしろ毛呂郷の全ての人び
とが朝な夕なに眺

なが

め見た山であったのではないで
しょうか。古代人は、アニミズム、すなわち、あ
らゆる現象･事物に精霊の存在を認めましたが、臥
龍山は古代毛呂郷の人びとにとって神の降りくる
山、たえず仰ぎ拝

おが

むべき神聖な山、｢ミモロ｣ であっ
たのではないでしょうか。｢ミモロ｣ とは、『日本
国語大辞典』（小学館）に『（｢み｣ は接頭語）神が
降臨して依

よ

り付くところ｣ である。当然、美
びしょう

称の
接頭語を除いて ｢もろ｣ でも同じ意味である』と
掲載しています。また、『万葉ことば事典』（大和
書房）にも、『｢みもろ｣ は万葉集に21例、古事記
に３例、日本書紀に７例の用例がある』とし、『神
の来

らいりん

臨する場所をさす言葉であり、神を祀
まつ

る森林
をさすことが多い』としています。
　地名の誕生には様ざまな要素が考えられますが、
地形を由来とする地名は、その代表的なものとい

えます。分離丘
きゅうりょう

陵 ｢臥龍山｣ は、あまりに特徴的
な地形であり、毛呂郷を象徴する山だといえます。
　ところで、いち早くこの説を提唱されたのが町
内在住の杢代清吉氏（｢毛呂地名考｣『あゆみ』第
十号）です。素晴らしい慧

けいがん

眼だと感
かんぷく

服させられま
した。一方、万葉学者である姫路獨協大学吉田金
彦名誉教授は、地名研究の傍

かたわ

ら二度ほど来町され
ていますが、この度 ｢毛呂山町の『毛呂』につい
て｣ という一文をお寄せくださいました。吉田名
誉教授はそのなかで、万葉集（巻11-２５１２）の ｢
うま酒の三毛侶乃山に立つ月の　見が欲し君が馬
の音ぞする｣ という奈良県桜井市の三輪山を詠

よ

ん
だ歌を引かれ、｢毛呂-みもろ｣ 説を展開されまし
た。さらに吉田名誉教授は、たくさんある万葉仮
名 ｢も｣ の中から ｢毛｣ の字を選んだのは最も馴
染み易かったからであろうとされています。古代
に現在の群馬県･栃木県を中心に栄えた ｢毛の国｣
（上

かみつけの

毛野･下
しもつけの

毛野）のように、｢毛｣ の字は昔の国名
にまで使われたと述べています。
　このようにみてくると、毛呂山町という町名に
含まれる ｢毛呂｣ という地名は歴史的にも古く、
奈良時代に遡

さかのぼ

る可能性があり、その語源も町民に
とって誇らしい意味であったといえます。
　なお、「毛呂山」という地名は昭和14年の合併
以前、戦国時代に初出します。天文６（1537）年、
北条氏

うじつな

綱が河
かわごえ

越城を攻めた合戦を描いた『河越記』
に「毛呂山は左にあたりてかすかなり」とあります。
「毛呂山」は中世の人にとっても大和の三輪山のよ
うな存在だったのかもしれません。

「毛呂山は神が降臨して宿る神聖な町」という説について

“もろもろ”説、“高句麗語”説、そして新たに登場した“神

聖な土地 ” 説。その真偽について、毛呂山町の地域史に

詳しい内野勝裕先生にお話を伺いました。

解説

極めて誇らしい意味を持つ「毛呂」

取材協力　吉田金彦／杢代清吉／杉田鐘治／奈良県桜井市／千葉県船橋市船橋大神宮／千葉県船橋市／千葉県松戸市／千葉県流山市（敬称略）
参考文献　埼玉県地名誌（韮塚一三郎）／臥龍山宮伝記（斎藤義彦）／日本国語大辞典（小学館）／万葉ことば事典（大和書房）／毛呂山町史／新毛呂
山町史／『あゆみ第十号』（毛呂山郷土史研究会）（敬称略）
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